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中
世
の
善
光
寺
町

②
善
光
寺
の
甲
府
移
転

0
海
津
城
と
長
沼
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0
空
き
寺
時
代
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に
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［論文
要
旨
］

　長
野
市
は
善
光
寺
の
門
前
町
と
し
て
つ
と
に
有
名
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
　
　
　
　
的
な
命
令
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
職
人
や
商
人
な
ど
が
自
ら
の
意
志
で
集
ま
っ
た
。
一
方
、

に
か
け
て
、
そ
の
実
態
を
探
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
玄
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
海
津
城
は
近
世
に
松
代
城
と
な
っ
た
が
、
そ
の
城
下
町
も
政
治
的
な
都
市

　善
光
寺
門
前
は
中
世
を
通
じ
て
町
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
が
、
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
に
善
光
　
　
　
と
し
て
発
展
し
た
。

寺
本
尊
以
下
が
武
田
信
玄
に
よ
っ
て
甲
府
に
運
ば
れ
、
僧
侶
や
職
人
・
商
人
ま
で
が
甲
府
に
移
っ
た
。
　
　
　
中
世
都
市
は
人
々
が
自
由
に
集
ま
っ
た
と
さ
れ
、
自
治
な
ど
が
問
題
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
近
世

善
光
寺
が
甲
府
に
移
転
し
て
か
ら
、
善
光
寺
平
で
は
海
津
城
と
長
沼
城
が
地
域
の
拠
点
と
な
り
、
そ
　
　
　
　
都
市
で
は
や
や
も
す
る
と
城
下
町
が
典
型
と
さ
れ
、
領
主
権
力
に
よ
る
町
の
成
立
や
そ
の
統
制
だ
け

こ
に
城
下
町
が
形
成
さ
れ
た
。
本
尊
が
移
っ
た
善
光
寺
門
前
町
は
衰
退
し
、
地
域
の
経
済
的
な
中
心
　
　
　
が
論
じ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
善
光
寺
門
前
町
は
政
治
的
に
町
人
が
集
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

地も
海
津
・
長
沼
の
両
城
下
町
に
移
っ
た
。
豊
臣
秀
吉
の
手
に
よ
っ
て
善
光
寺
の
本
尊
が
信
濃
に
帰
　
　
　
　
人
々
が
勝
手
に
集
ま
り
、
そ
の
後
も
い
わ
ば
自
治
都
市
の
側
面
を
強
く
持
っ
て
い
た
。
近
世
都
市
で

さ
れ
た
の
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
で
あ
っ
た
。
四
〇
年
以
上
も
本
尊
が
お
ら
ず
、
門
前
町
と
し
　
　
　
も
こ
の
よ
う
な
町
人
の
側
に
主
体
が
あ
っ
た
都
市
が
多
く
存
在
し
た
は
ず
で
、
今
後
は
多
様
な
都
市

て

の実
態
を
失
っ
て
い
た
地
域
が
、
再
び
門
前
町
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
以
降
急
速
に
善
　
　
　
　
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
断
絶
を
強
調
す
る
の
で
は
な

光寺
門
前
町
は
宗
教
都
市
・
宿
場
町
と
し
て
、
政
治
権
力
と
は
関
係
な
く
復
興
・
発
展
し
、
再
び
北
　
　
　
　
く
、
両
者
の
連
続
面
に
も
っ
と
目
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

信
濃
の
経
済
的
な
中
心
地
と
し
て
の
役
割
を
帯
び
た
。
こ
の
間
、
門
前
町
を
形
成
す
る
た
め
に
政
治

佃
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は
じ
め
に

　

本
共
同
研
究
で
私
が
分
担
し
た
課
題
は
「
中
世
都
市
か
ら
近
世
都
市
へ
の
移
行
」

で

あ
る
。
従
来
こ
の
時
期
の
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
強
大
な
領
主
権
力
の
下
で
作
ら

れ

た
城
下
町
に
代
表
さ
れ
る
。
そ
れ
は
自
発
的
に
出
来
、
自
治
を
持
っ
た
中
世
の
町

が
、
近
世
大
名
の
強
大
な
権
力
に
屈
服
し
、
大
名
の
統
制
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い

く
図
式
と
も
い
え
る
。
一
方
で
、
自
治
的
な
都
市
は
畿
内
を
中
心
に
研
究
さ
れ
、
関

東
の
事
例
は
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
通
説
へ
の
見
直
し
の
た
め
に
、

研
究
会
に
お
い
て
私
は
甲
斐
の
吉
田
（
現
、
富
士
吉
田
市
）
を
対
象
に
、
戦
国
時
代

の

吉
田
が
領
主
権
力
と
か
か
わ
り
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
自
に
町
を
形
成

し
自
治
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
吉
田
が
近
世
に
あ
っ
て
も
実
質
は
町
で
あ

り
な
が
ら
、
城
下
町
で
な
い
た
め
に
領
主
側
に
は
村
と
し
て
掌
握
さ
れ
た
こ
と
を
報

　
　
（
1
）

告
し
た
。
つ
ま
り
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
に
、
町
を
形
成
す
る
人
々
が
自
ら

集
ま
り
、
自
治
を
行
う
町
が
東
国
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で

は
引
き
続
き
、
近
世
に
お
い
て
領
主
権
力
に
か
か
わ
ら
な
い
で
人
が
集
ま

り
、
町
が
で
き
て
い
く
例
を
確
認
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
一
九
九
八
年
の
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
た
長
野
市
に
目
を
向
け
る
。
長
野
市
が
善
光
寺
の
門
前
町
と

し
て
成
立
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
高
等
学
校
の
教
科
書
の
一
つ

で

あ
る
『
詳
説
日
本
史
』
に
は
、
戦
国
時
代
の
「
都
市
の
発
展
と
町
衆
」
の
中
で
、

門
前
町
の
例
と
し
て
伊
勢
神
宮
の
宇
治
・
山
田
と
と
も
に
信
濃
の
善
光
寺
の
長
野
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
が
特
に
有
名
で
あ
る
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

　
戦

国
時
代
の
代
表
的
な
門
前
町
と
さ
れ
る
善
光
寺
町
を
、
な
ぜ
近
世
の
都
市
成
立

を
考
え
る
素
材
に
す
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
か
ら
詳
述
す
る
よ
う
に
、
中
世
を
通
じ

て

出
来
上
が
っ
て
い
た
善
光
寺
町
は
戦
国
時
代
に
ほ
と
ん
ど
崩
壊
し
、
近
世
に
な
つ

て

か

ら
再
び
建
設
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
国
時
代
の
代
表
的
な
門

前
町
の
例
と
す
る
の
に
、
少
な
く
と
も
信
濃
の
善
光
寺
町
は
適
切
で
は
な
い
。
こ
の

町
は
領
主
権
力
と
か
か
わ
り
な
く
、
近
世
初
頭
に
急
激
に
人
が
集
ま
っ
て
で
き
た
町

で
、
な
お
か
つ
城
下
町
で
無
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
中
世
か
ら
近
世
へ

の
移
行

期
の
都
市
の
成
立
の
一
端
を
伝
え
る
例
と
し
て
、
興
味
深
い
事
例
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
考
察
し
よ
う
と
す
る
問
題
に
関
す
る
史
料
は
決
し
て
多
く
な
い
。

こ
の
た
め
、
本
稿
は
当
該
期
に
お
け
る
善
光
寺
町
の
概
説
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

0
中
世
の
善
光
寺
町

　

善
光
寺
の
縁
起
な
ど
に
よ
れ
ば
、
本
田
善
光
が
善
光
寺
如
来
を
信
州
に
運
ん
だ
の

は
六
〇
二
年
で
、
伊
那
郡
に
安
置
し
た
が
、
六
四
二
年
に
水
内
郡
芋
井
の
郷
に
移
っ

　
　
　
（
3
）

た
と
い
う
。
実
際
の
善
光
寺
の
創
建
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
寺
内
よ
り
白
鳳
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瓦

が

出
土
す
る
の
で
、
七
世
紀
の
後
半
頃
に
は
瓦
葺
き
の
堂
舎
が
で
き
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

　
平

安
時
代
に
浄
土
信
仰
が
普
及
し
て
霊
地
参
拝
の
風
習
が
盛
ん
に
な
る
と
、
善
光

寺
に
も
多
く
の
僧
侶
や
巡
礼
者
が
詣
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は

女
性
の
参
詣
で
、
平
重
衡
が
斬
ら
れ
た
と
聞
い
た
手
越
の
長
者
の
娘
が
出
家
し
て
善

光

寺
で
菩
提
を
弔
い
、
曽
我
十
郎
の
妾
の
虎
御
前
も
出
家
し
て
善
光
寺
に
赴
い
た
と

い

う
。
ま
た
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
作
者
も
善
光
寺
に
参
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
善
光

寺
大
本
願
の
上
人
が
、
現
在
で
も
尼
僧
で
あ
る
こ
と
に
直
結
す
る
。
中
世
に
は
、
民

衆
の

幅
広
い
信
仰
の
上
に
善
光
寺
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
善
光
寺
に
関
係
す
る
僧
侶
、
寺
で
消
費
す
る
物
資
な
ど
を
用
意
す
る
職
人
や
商
人
、

参
詣
者
に
対
応
す
る
人
々
な
ど
が
善
光
寺
門
前
に
集
ま
っ
て
住
み
つ
き
、
中
世
ま
で

に
町
が
形
成
さ
れ
た
。
本
来
善
光
寺
の
町
は
宗
教
施
設
で
あ
る
善
光
寺
を
核
と
し
て
、

人
々
が
自
主
的
に
形
成
し
た
町
で
、
権
力
者
な
ど
に
よ
っ
て
上
か
ら
政
治
的
に
作
ら

れ

た
町
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
『
名
月
記
』
の
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
九
月
の
条
に
、
善
光
寺
の
近
辺
を
「
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

庁
」
と
唱
え
、
目
代
等
の
居
る
所
だ
と
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
こ
の
地
が
政
治
的
に

50
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も
一
つ
の
中
核
を
な
し
て
い
た
。
宗
教
的
な
町
が
大
き
く
な
り
経
済
的
に
も
重
要
性

を
帯
び
た
の
で
、
支
配
者
が
こ
こ
を
押
え
る
た
め
に
住
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し

た
鎌
倉
時
代
の
善
光
寺
、
及
び
そ
の
門
前
町
の
情
景
を
わ
ず
か
に
伝
え
る
の
は
⊃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

遍
上
人

絵
伝
」
で
、
善
光
寺
を
中
心
に
し
て
家
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
室

町
時
代
の
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
に
小
笠
原
長
秀
が
守
護
と
し
て
善
光
寺
に

打

ち
入
っ
た
。
守
護
所
が
府
中
（
松
本
市
）
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
に
も
か
か
わ
ら

ず
彼
が
善
光
寺
に
赴
い
た
の
は
、
こ
こ
が
政
治
的
に
北
信
濃
の
中
心
地
と
し
て
特
別

な
機
能
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
『
大
塔
物
語
』
は
そ
の
折
の
見
物
人
の
様

子

を
、
「
見
物
諸
人
、
善
光
寺
南
大
門
及
蒼
花
川
高
畠
打
履
子
無
所
、
凡
善
光
寺
者
、

三

国
一
之
霊
場
、
生
身
弥
陀
浄
土
、
日
本
国
之
津
、
門
前
成
市
、
堂
上
如
花
、
道
俗

男
女
・
貴
賎
上
下
・
思
々
心
々
風
流
不
違
毛
挙
、
若
殿
原
者
、
例
目
結
十
徳
、
室
町

笠

引
籠
有
為
口
覆
体
、
或
児
・
若
僧
・
中
童
子
・
戸
隠
山
之
若
山
臥
有
そ
行
風
情
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

或
傾

城
・
白
拍
子
・
夜
発
之
倫
纏
紅
紫
之
色
、
染
蘭
轟
香
」
と
伝
え
て
い
る
。
日
本

国
の
津
と
し
て
、
門
前
市
を
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
う

か

が
え
る
。

　

ま
た
幸
若
舞
の
「
折
烏
帽
子
」
で
は
盗
人
と
し
て
、
「
善
光
寺
の
南
大
門
の
い
ば

ら
か
ひ
の
右
馬
の
ぜ
う
、
こ
ち
や
う
の
よ
む
ち
、
さ
い
口
の
七
郎
、
は
つ
た
の
ぎ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

う
ぶ
、
か
い
つ
か
み
の
わ
し
次
郎
」
な
ど
を
挙
げ
て
お
り
、
南
大
門
の
前
、
後
町
な

ど
が
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
室
町
時
代
ま
で
に
、
善
光
寺
門
前
町
は
善
光
寺
平
に
お
け
る
中
心
的

な
意
味
を
持
つ
特
別
な
町
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

②
善
光
寺
の
甲
府
移
転

　
門
前
町
と
し
て
栄
え
た
こ
の
町
を
一
変
さ
せ
た
の
は
、
武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
が

戦
っ
た
川
中
島
の
合
戦
で
あ
っ
た
。

　
『
甲
府
善
光
寺
明
細
帳
』
に
よ
れ
ば
天
文
二
一
年
（
一
五
五
二
）
八
月
に
武
田
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

信
と
村
上
義
清
は
川
中
島
で
戦
い
、
善
光
寺
が
焼
け
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
こ
れ

よ
り
先
の
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
六
月
四
日
に
、
善
光
寺
は
金
堂
お
よ
び
四
門
悉

　
　
　
　
（
1
0
）

く
を
焼
い
た
。
『
長
野
県
町
村
誌
』
は
、
そ
の
後
再
建
の
記
事
が
見
え
な
い
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

仮
堂
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

　
『
妙
法
寺
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
文
二
四
年
（
弘
治
元
年
・
一
五
五
五
）
に
、

　
　
七

月
廿
三
日
武
田
晴
信
公
信
州
へ
御
馬
ヲ
被
出
候
、
村
上
殿
・
高
梨
殿
・
越
後

　
　
守
護
長
尾
景
虎
ヲ
奉
頼
、
同
景
虎
モ
廿
三
日
二
御
馬
被
出
候
而
、
善
光
寺
二
御

　
　

陣
ヲ
被
食
・
、
武
田
殿
ハ
三
十
丁
此
方
成
リ
、
大
塚
二
御
陣
ヲ
被
成
候
、
善
光

　
　
寺
ノ
堂
主
栗
田
殿
ハ
旭
ノ
城
二
御
座
候
、
旭
ノ
要
害
ヘ
モ
武
田
晴
信
公
人
数
三

　
　
千
人
サ
ケ
ハ
リ
ヲ
イ
ル
程
ノ
弓
ヲ
八
百
張
、
鉄
砲
三
百
挺
入
候
、
去
程
二
長
尾

　
　
景
虎
再
々
責
候
へ
共
不
叶
、
後
ニ
ハ
駿
河
今
川
義
元
御
扱
ニ
テ
和
談
被
成
・
、

　
　
壬

十
月
十
五
日
、
双
方
御
馬
ヲ
入
被
食
・
、
以
上
二
百
日
ニ
テ
御
馬
入
申
・
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
去
程
二
人
馬
労
無
申
計
・

と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
折
、
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙
信
）
は
善
光
寺
に
陣
を
張
っ
た
。
一
般
に
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

年
の
八
月
八
日
に
善
光
寺
に
火
が
か
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
史
料
的
根
拠
は
薄
い
。

謙
信

は
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
の
合
戦
の
折
に
、
大
御
堂
の
本
尊
以
下
を
府
内
近

郊
の
善
光
寺
浜
（
新
潟
県
上
越
市
）
に
移
し
た
と
い
う
。
上
杉
謙
信
は
永
禄
五
、
六
年

頃
の
も
の
と
さ
れ
る
金
津
新
兵
衛
尉
な
ど
に
あ
て
た
書
状
に
、
「
春
日
・
府
内
・
善

光

寺
門
前
、
其
外
所
々
火
之
用
心
之
義
付
而
、
重
申
遣
候
、
以
時
夜
行
立
之
、
堅
可

及

其
政
道
候
、
惣
別
日
暮
候
者
、
町
人
衆
も
往
来
可
相
止
候
、
如
何
共
ね
ら
い
候
て
、

火

付
可
及
成
敗
候
、
（
中
略
）
善
光
寺
町
に
信
州
の
者
共
お
ほ
く
候
間
、
や
き
取
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

と
に
火
付
候
事
も
可
有
之
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
頃
越
後
の
善

光

寺
門
前
は
春
日
山
や
府
内
と
並
ぶ
町
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
信
州
か
ら
や
っ

て
来
た
者
た
ち
が
多
く
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
信
玄
も
善
光
寺
の
本
尊
以
下
を
同
年
小
県
郡
に
運
び
、
永
禄
元
年
（
一
五

五

八
）
甲
府
に
遷
座
し
た
。
そ
の
状
況
を
『
王
代
記
』
は
、
「
善
光
寺
如
来
九
月
廿
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（
1
5
）

日
甲
府
付
玉
フ
。
板
垣
十
月
三
日
地
引
始
」
と
し
て
い
る
。
信
玄
は
謙
信
へ
の
対
抗

も
あ
っ
て
、
善
光
寺
信
仰
を
権
力
の
中
に
取
り
込
み
、
善
光
寺
町
の
経
済
力
な
ど
も

掌
握

し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
に
善
光
寺
の
門
前
に
住
ん
で
い
た
町
人
も

如

来
と
共
に
甲
府
に
移
っ
た
。
門
前
町
の
宿
命
と
は
い
え
、
善
光
寺
の
本
尊
が
動
く

と
、
そ
れ
に
関
係
し
た
人
々
や
町
ま
で
が
動
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

甲
府
の
『
善
光
寺
記
録
』
に
よ
れ
ば
、
「
弘
治
元
乙
卯
、
武
田
信
玄
公
生
身
如
来

を
信
州
佐
久
郡
根
津
村
二
奉
遷
、
根
津
村
に
安
置
す
る
事
三
年
」
、
そ
の
後
永
禄
元

年
（
一
五
五
八
）
九
月
一
九
日
に
信
州
の
本
尊
や
当
本
尊
、
そ
の
他
の
霊
仏
な
ど
を

甲
州
に
移
し
、
し
ば
ら
く
は
中
郡
の
上
条
村
日
輪
法
城
寺
の
仏
殿
に
入
れ
た
。
永
禄

元

年
か
ら
本
堂
を
建
立
し
よ
う
と
思
い
、
馬
場
美
濃
守
が
奉
行
に
な
っ
て
こ
れ
を
造

　
　
　
　
（
1
6
）

っ

た
と
い
う
。
永
禄
＝
年
四
月
三
日
に
は
、
武
田
信
玄
が
善
光
寺
の
条
規
を
定
め

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

て

栗
田
鶴
寿
に
与
え
た
。

　
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
三
月
二
〇
日
付
け
で
武
田
氏
が
出
し
た
「
分
国
商
売
之

諸
役
免
許
之

分
」
に
は
、
武
田
氏
が
出
し
た
商
売
の
諸
役
免
許
の
文
書
が
ま
と
め
ら

れ
て

い

る
。
こ
の
中
に
は
、

　
　
一
、
善
光
寺
還
住
之
間
、
一
月
二
馬
壱
疋
口
諸
役
令
免
許
者
也

　
　
　
　
　
奏
者
　
　
飯
田
源
四
郎

　
　
　

弘
治
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ニ

　
　
　
　
　
八
月
二
日
　
　
水
科
修
理
亮

と
い
う
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
記
載
か
ら
し
て
水
科
修
理
亮
は
、
善
光
寺
如
来
が

甲
府
に
来
る
以
前
よ
り
甲
斐
に
来
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
武
田
氏
に
よ
る

善
光
寺
仏
の
移
動
と
関
係
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
文
書
内
容
よ
り
水
科
氏
は
商

人

で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
近
世
の
善
光
寺
町
の
役
人
に
水
科
氏
が
お
り
、

信
濃
の
善
光
寺
町
が
本
拠
地
で
あ
っ
た
。
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
段
階
で
は
商
人

が

帰
る
場
所
と
し
て
善
光
寺
町
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
全
体
で
は
武
田
氏

の

分

国
内
の
商
売
の
諸
役
を
免
許
し
て
お
り
、
そ
れ
が
永
禄
二
年
に
再
度
確
認
さ
れ

て

い

る
形
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
水
科
氏
は
そ
の
後
も
信
濃
と
甲
斐
と
を
結
ん
で
商

売
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
に
は
、
信
玄
と
謙
信
の
一
騎
打
ち
が
な
さ
れ
た
と
し
て

人
口
に
檜
灸
し
て
い
る
第
四
回
の
川
中
島
合
戦
が
行
わ
れ
た
。
両
者
の
一
騎
打
ち
は

と
も
か
く
、
川
中
島
合
戦
で
は
最
大
の
激
戦
だ
っ
た
が
、
こ
の
年
の
九
月
に
も
善
光

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

寺
は
焼
け
た
と
い
う
。
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
本
尊
の
い
な
く
な
っ
た
寺
に
戦
火
が

か
か

っ

た
可
能
性
が
あ
る
。

　
元

亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
九
月
六
日
、
信
玄
が
善
光
寺
別
当
の
栗
田
鶴
寿
に
本
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

を
安
堵
し
、
新
知
行
と
し
て
水
内
郡
千
田
・
市
村
を
あ
て
が
っ
た
。
こ
う
し
て
栗
田

氏

は
武
士
と
し
て
武
田
氏
に
位
置
付
け
ら
れ
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
一
〇
月
一

七

日
に
勝
頼
か
ら
栗
田
鶴
寿
が
遠
江
の
高
天
神
城
の
守
備
を
堅
固
に
す
る
よ
う
に
命

　
　
　
（
2
1
）

じ
ら
れ
た
。
天
正
九
年
三
月
二
二
日
に
徳
川
家
康
が
高
天
神
城
を
攻
め
落
と
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

そ
の
際
に
栗
田
鶴
寿
は
戦
死
し
た
。
そ
こ
で
勝
頼
は
五
月
二
五
日
に
永
寿
に
亡
父
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

寿
の
所
領
を
安
堵
し
た
。

　
天
正
九

年
（
一
五
八
一
）
七
月
四
日
に
武
田
勝
頼
が
、
栗
田
永
寿
と
そ
の
他
善
光

寺
衆
に
あ
て
て
出
し
た
定
書
に
は
、

　
　
　
　
　
　
定

　
　
一
、
善
光
寺
小
御
堂
坊
中
井
町
屋
敷
等
之
儀
、
可
為
栗
田
計
之
上
者
、
不
可
有

　
　
　
　
他
綺
之
事

　
　
　
　
　
付
、
但
仕
置
等
有
相
違
之
儀
者
、
可
加
下
知
之
事

　
　
一
、
同
町
屋
敷
諸
役
之
儀
、
向
後
令
免
許
之
事

　
　
六

月
之
高
棚
、
上
町
二
打
之
者
、
諸
法
度
以
下
、
可
為
栗
田
計
事

　
　
仏

前
拝
趨
之
僧
、
上
下
共
二
不
可
致
普
請
、
但
於
無
拠
儀
者
、
為
如
来
崇

　
　
敬
候
之

間
、
若
輩
之
人
者
可
相
勤
之
事

　
　
従
信
州
本
善
光
寺
集
来
之
僧
俗
、
或
守
罪
科
人
、
或
出
罰
銭
等
之
役
儀
、

　
　
一
切
停
止
之
畢
、
但
有
俵
人
隠
置
盗
賊
、
又
者
背
国
法
者
、
可
行
厳
科
之

　
　
事

右
条
々
、
以
法
性
院
殿
直
判
被
定
置
之
上
者
、
自
今
以
後
も
弥
不
可
有
相
違
者

52
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也
、
防
如
件

　
　
　
天
正
九

年
辛
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

月
四
日
（
花
押
・
武
田
勝
頼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
田
永
寿
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
他
善
光
寺
衆

と
あ
る
。
右
か
ら
こ
の
頃
ま
で
に
、
甲
府
の
善
光
寺
の
門
前
に
も
町
が
で
き
上
が
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
時
に
第
五
条
か
ら
、
信
濃
の
本
善
光
寺
か
ら
も
多
く
の
人

が

こ
こ
に
移
っ
て
き
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
門
前
町
の
基
盤
と

な
る
善
光
寺
の
本
尊
や
僧
侶
・
商
人
な
ど
が
甲
府
に
移
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
信
濃

の

善
光
寺
の
門
前
町
は
消
え
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
天

正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
に
武
田
家
が
滅
び
る
と
、
織
田
信
長
の
長
男
の
信
忠

は
善
光
寺
如
来
を
岐
阜
に
移
し
た
。
彼
が
父
と
共
に
本
能
寺
の
変
で
亡
く
な
る
と
、

弟
の
信
雄
は
如
来
を
尾
張
清
須
の
甚
目
寺
に
運
び
、
さ
ら
に
徳
川
家
康
が
天
正
＝

年
に
遠
江
の
浜
松
鴨
江
寺
に
奉
遷
し
た
。
し
か
し
家
康
の
夢
枕
に
立
っ
た
如
来
が
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

府
に
帰
り
た
い
と
言
っ
た
と
し
て
、
如
来
は
再
び
甲
府
に
返
さ
れ
た
。
一
一
月
二
八

日
に
徳
川
家
康
は
、
甲
府
善
光
寺
の
寺
領
お
よ
び
諸
法
度
を
旧
規
の
如
く
栗
田
永
寿

　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

の

計
ら
い
に
任
せ
た
。

　

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
六
月
、
豊
臣
秀
吉
は
前
年
の
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た

方
広
寺
大
仏
の
代
わ
り
に
、
善
光
寺
如
来
を
京
都
に
迎
え
る
こ
と
に
し
て
、
諸
大
名

　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

に

路
次

送
迎
を
命
じ
た
。
如
来
は
七
月
一
八
日
に
京
都
に
入
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
秀

吉
の
健
康
が
す
ぐ
れ
な
く
な
っ
た
う
え
、
翌
年
八
月
一
七
日
に
霊
夢
を
見
た
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

秀
吉
は
信
州
に
如
来
を
戻
し
た
。
こ
の
折
、
甲
府
か
ら
如
来
に
従
っ
て
入
京
し
て
い

た
別
当
大
勧
進
重
繁
法
師
・
大
本
願
智
慶
上
人
・
燈
明
衆
一
五
人
な
ど
も
久
方
ぶ
り

に
信
濃
へ
帰
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
再
び
信
濃
の
善
光
寺
町
が
復
活
す
る
こ
と
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。

　
本
尊
が
甲
府
に
去
っ
て
四
二
年
（
足
掛
け
四
四
年
）
の
長
き
に
わ
た
っ
て
信
濃
の

善
光
寺
は
、
空
に
な
っ
た
仮
堂
の
建
物
を
残
す
の
み
で
、
僧
侶
や
門
前
の
人
々
も
甲

府
に
移
っ
て
い
た
。
武
田
氏
は
善
光
寺
平
の
防
御
と
統
治
の
拠
点
と
し
て
海
津
城
や

長

沼
城
を
築
き
、
そ
こ
に
城
下
町
が
作
ら
れ
、
商
人
や
職
人
な
ど
が
集
め
ら
れ
急
激

に
町
化
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
は
善
光
寺
門
前
の
者
も
移
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
。

③
海
津
城
と
長
沼
城

　
川
中
島
の
合
戦
を
契
機
に
し
て
、
善
光
寺
平
を
領
有
し
た
の
は
武
田
氏
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
地
域
の
支
配
の
拠
点
と
な
り
、
城
下
町
が
形
成
さ
れ
た
の
は
海
津
（
長

野

市
松
代
町
）
と
長
沼
（
長
野
市
長
沼
）
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
二
つ
の
城
下
町

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
海
津
城

　
海
津
城
は
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
に
、
武
田
信
玄
の
命
令
を
受
け
た
馬
場
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

濃

守
な
ど
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
築
城
さ
れ
る
と
小
山
田
昌
辰
を
城
代
に

し
て
本
丸
を
守
ら
せ
、
二
の
丸
に
は
原
与
左
衛
門
、
市
川
梅
印
を
配
置
し
た
。
弘
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

二

年
（
一
五
五
六
）
一
〇
月
か
ら
は
高
坂
弾
正
忠
昌
信
が
城
代
と
な
っ
た
と
い
う
。

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
六
月
一
五
日
に
武
田
信
玄
は
、
香
坂
筑
前
守
に
在
城
領
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

し
て
三
〇
〇
貫
を
あ
て
が
っ
て
お
り
、
同
年
九
月
二
三
日
に
諏
訪
の
内
田
監
物
へ
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

津
城
の
在
城
に
つ
い
て
被
官
人
な
ど
の
普
請
役
を
免
許
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
頃
に
城
も
で
き
上
が
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）

に
高
坂
昌
信
が
海
津
城
主
と
な
り
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
五
月
二
日
に
病
没

し
た
。
そ
の
後
は
彼
の
次
男
の
源
五
郎
昌
貞
が
入
っ
た
。

　
天

正
一
〇
年
三
月
、
武
田
家
が
滅
び
る
と
森
長
可
が
こ
の
地
域
を
領
し
、
海
津
城
主

と
な
っ
た
。
森
長
可
が
城
主
に
な
っ
た
の
は
、
当
時
こ
の
地
が
善
光
寺
平
の
政
治
・

経
済
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
六

月
二
日
、
織
田
信
長
は
本
能
寺
の
変
で
没
し
た
。
こ
の
た
め
に
旧
信
長
領
国
は

大

き
な
混
乱
に
陥
っ
た
。
長
可
は
取
る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
、
上
洛
し
た
。
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そ
の
跡
に
入
っ
た
の
は
越
後
の
上
杉
景
勝
で
あ
っ
た
。
彼
は
六
月
一
六
日
に
越
後

を
た
ち
、
川
中
島
四
郡
を
手
に
入
れ
る
と
、
家
臣
の
村
上
源
吾
景
国
を
海
津
城
代
と

し
た
。
そ
の
後
須
田
満
親
が
天
正
一
四
年
六
月
か
ら
慶
長
三
年
に
至
る
ま
で
、
海
津

の

城
代

に
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
間
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
天
下
統
一
が
な
さ
れ
、
慶
長
三
年

（
一
五
九

八
）
正
月
に
秀
吉
は
上
杉
景
勝
を
会
津
に
移
封
し
た
。
秀
吉
は
三
月
に
上

杉
が

領
し
て
い
た
跡
地
を
改
め
て
、
田
丸
直
昌
・
関
一
昌
の
両
人
に
与
え
た
。
そ
の

結

果
、
関
一
昌
は
飯
山
城
（
飯
山
市
）
に
入
り
、
田
丸
直
昌
が
海
津
城
に
入
っ
た
。

田
丸
氏
は
慶
長
五
年
ま
で
海
津
城
に
い
た
が
、
関
ケ
原
合
戦
で
西
軍
に
加
わ
っ
た
た

め
、
家
が
滅
ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
し
て
、
善
光
寺
平
の
政
治
経
済
の
中
心
地
が
海
津
城
と
そ

の

城
下

町
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
で
、
旧
善
光
寺
町
は
大
き
な
意
味
を
持
た
な
か
つ

た
。

ら
、
長
沼
栗
田
町
は
善
光
寺
門
前
か
ら
や
っ
て
来
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
町

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
善
光
寺
平
の
北
の
城
下
町
と
し
て
長
沼
は

武
田
氏
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
武
田
氏
滅
亡
後
は
、
森
長
可
が
一
時
領
有
し
た
が
、
そ
の
後
上
杉
景
勝
が
領
し
て
、

旧
主
の
島
津
忠
直
が
置
か
れ
た
。
慶
長
三
年
に
島
津
氏
が
会
津
に
移
る
と
、
豊
臣
氏

の

蔵
入
地
と
な
り
、
関
↓
政
が
こ
の
城
に
入
っ
て
蔵
入
地
を
管
理
し
た
。
こ
う
し
た

動
き
か
ら
し
て
長
沼
城
下
町
は
、
武
田
氏
の
時
代
よ
り
そ
の
も
つ
意
義
が
減
少
し
た

と
い
え
る
。

　

長
沼
は
慶
長
八
年
に
松
平
忠
輝
の
松
代
領
と
な
り
、
老
臣
山
田
長
門
守
が
支
配
し

た
。
元
和
二
年
（
一
六
＝
ハ
）
佐
久
間
勝
之
が
長
沼
城
に
入
っ
て
領
知
し
、
貞
享
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

年
（
一
六
八
八
）
に
改
易
と
な
り
、
長
沼
城
は
廃
棄
さ
れ
、
以
後
幕
領
と
な
っ
た
。

④
空
き
寺
時
代
の
町

　
長
沼
城

　
善
光
寺
平
北
部
に
お
け
る
城
下
町
が
長
沼
で
あ
る
。
こ
の
地
は
代
々
島
津
氏
が
領

し
て
い
た
が
、
武
田
信
玄
の
侵
略
に
よ
り
越
後
に
逃
れ
、
武
田
氏
が
領
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
武
田
氏
は
こ
こ
を
対
上
杉
の
拠
点
と
す
る
と
共
に
、
善
光
寺
平
支
配
の
北

部
の
拠
点
と
し
た
。
武
田
氏
に
よ
る
長
沼
城
の
築
城
を
『
長
沼
村
史
』
は
、
第
一
回

目
を
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
、
第
二
回
目
を
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
、
第
三
回
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

は
永
禄
一
一
年
と
し
て
い
る
。
『
上
水
内
郡
誌
』
は
永
禄
四
年
に
武
田
信
豊
に
築
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

せ
、
永
禄
＝
年
一
一
月
に
馬
場
美
濃
守
信
房
に
築
造
さ
せ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た

『千

曲
之
真
砂
』
で
は
永
禄
一
一
年
に
武
田
信
玄
が
馬
場
信
房
に
築
か
せ
、
原
与
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　

衛
門
・
市
川
梅
印
に
守
ら
せ
た
と
い
う
。

　
『
長
野
県
町
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
永
禄
一
一
年
に
長
沼
城
が
築
か
れ
た
時
に
、
城

下
の
町

割
を
行
い
、
長
沼
上
町
・
長
沼
栗
田
町
・
長
沼
六
地
蔵
町
・
長
沼
内
町
の
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
3
7
）

町
に

分

け
、
長
沼
津
野
村
を
加
え
て
四
町
一
か
村
と
し
た
と
い
う
。
こ
の
と
お
り
な

　

信
濃
の
善
光
寺
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
頭
の
四
二
年
間
に
わ
た
っ
て
本
尊
が

な
く
、
空
き
寺
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
に
川
中
島
合
戦
な
ど
も
行
わ
れ
、
武
田
氏
の
善

光
寺
平
支
配
の
拠
点
と
し
て
南
側
で
は
海
津
城
、
北
側
で
は
長
沼
城
が
築
か
れ
、
そ

こ
に
城
下
町
も
で
き
て
、
善
光
寺
門
前
の
経
済
的
な
意
味
も
減
退
し
て
い
た
。
善
光

寺
の
門
前
町
に
住
ん
だ
職
人
や
商
人
も
甲
府
の
善
光
寺
門
前
町
や
、
こ
の
二
つ
の
城

下

町
な
ど
に
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
こ
の
間
の
善
光
寺
町
の
様
子
を

確
認
し
て
お
こ
う
。

　
妙
勧
院
文
書
に
次
が
あ
る
。

　
　
一
、
令
任
善
光
寺
大
勧
進
之
条
、
昼
夜
勤
行
無
怠
、
御
堂
・
塔
建
立
打
成
一
片

　
　
可

有
之
儀
、
肝
要
二
候
、
伍
如
件

　
　
　
　
天
正
九
年
九
月
四
日
　
　
　
　
　
景
勝
（
判
）

　
　
　
　
〈
3
9
）

　
　
　
妙
勧
院

　
坂
井
衡
平
氏

は
宛
名
の
妙
勧
院
を
甲
府
や
岐
阜
に
も
随
伴
し
た
と
い
わ
れ
る
重
繁
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法
印
と
し
、
甲
斐
や
越
後
・
美
濃
な
ど
を
往
復
し
な
が
ら
、
本
寺
の
妙
勧
院
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

て

仮
堂
を
守
っ
て
い
た
と
す
る
。

　
『
善
光
寺
記
録
』
に
は
、
「
本
仏
当
山
将
来
以
後
、
四
拾
八
体
仏
一
体
信
州
川
中
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

小

庵
二
安
置
ス
、
是
如
来
之
旧
跡
な
る
故
也
」
と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
事
実
か
ら
信

濃
善
光
寺
は
本
尊
が
な
く
な
っ
て
も
ま
っ
た
く
寺
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
本
尊
の
い
な
く
な
っ
た
場
所
に
小
さ
な
庵
が
設
け
ら
れ
、
存
続
し
続

け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
武
田
氏
に
仕
え
た
栗
田
氏
は
寛
慶
寺
に
よ
っ
て
い
た
。
寛
慶
寺
は

『吾
妻

鏡
』
の
治
承
四
年
（
＝
八
〇
）
九
月
条
に
、
「
栗
田
寺
別
当
大
法
師
範
覚
」

と
あ
る
栗
田
入
道
範
覚
の
創
建
で
、
は
じ
め
栗
田
村
の
堀
之
内
城
郭
内
に
あ
り
、
栗

田
寺
と
称
し
た
。
そ
の
子
孫
の
覚
慶
が
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
一
二
月
二
二
日
に

亡

く
な
り
、
そ
の
子
寛
高
が
寛
慶
を
善
光
寺
東
之
門
に
葬
り
、
廟
所
と
し
て
一
寺
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

創
立
し
、
栗
田
寺
を
あ
わ
せ
て
寛
慶
寺
と
し
た
と
い
う
。
武
田
氏
の
滅
亡
後
に
永
寿

が
寺
を
移
し
、
雲
蓮
社
洞
誉
上
人
を
招
い
て
住
持
に
開
い
た
。
洞
誉
上
人
が
中
興
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
4
3
）

山
で
、
彼
は
慶
長
一
一
年
一
二
月
二
二
日
に
亡
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
由
緒
に
よ
れ

ば
、
戦
国
時
代
を
通
じ
て
寛
慶
寺
は
信
濃
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
栗
田
鶴
寿

や

永
寿
が
宛
所
と
な
っ
て
い
る
栗
田
文
書
が
寛
慶
寺
で
な
く
て
大
本
願
に
伝
わ
り
、

中
興
開
山
と
さ
れ
る
洞
誉
が
慶
長
二
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

こ
の
寺
も
善
光
寺
如
来
が
信
濃
を
去
っ
て
い
た
間
は
ほ
と
ん
ど
廃
寺
同
様
で
、
慶
長

三

年
に
如
来
が
信
濃
に
戻
っ
て
か
ら
復
興
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
天
正
九

年
（
一
五
八
一
）
に
伊
勢
内
宮
の
御
師
宇
治
久
家
が
信
濃
国
の
道
者
に
御

祓
い
を
配
っ
た
が
、
そ
の
際
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
川
中
島
の
分
と
し
て
会
の
里
（
長

野
市
篠
ノ
井
会
）
の
高
野
与
左
衛
門
（
善
光
寺
の
平
林
氏
と
同
名
）
、
同
所
池
の
内

和
泉
、
同
新
七
郎
、
お
み
あ
さ
か
（
麻
績
安
坂
で
坂
井
村
安
坂
か
）
の
人
で
あ
る
石

川
（
長
野
市
篠
ノ
井
石
川
）
に
い
宮
内
衛
門
、
小
田
切
、
同
入
道
、
同
名
こ
し
の
内

匠
、
高
野
左
近
、
同
所
二
助
、
も
う
一
つ
川
中
島
分
と
し
て
海
津
（
長
野
市
松
代

町
）
の
西
念
寺
、
同
所
駒
沢
主
税
の
助
、
市
村
（
長
野
市
若
里
）
問
屋
藤
七
郎
、
同

所
御
代
官
豊
後
、
荒
木
（
長
野
市
若
里
・
荒
木
）
の
内
せ
ん
四
郎
、
同
所
与
四
郎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

同
所
弥
左
衛
門
、
そ
し
て
善
光
寺
の
内
御
代
官
弥
左
衛
門
の
名
前
が
見
え
る
。

　

こ
の
人
数
は
他
所
の
場
合
と
比
較
す
る
と
少
な
く
、
よ
そ
で
は
職
人
な
ど
も
見
え

る
の
に
、
そ
う
し
た
者
が
い
な
い
。
何
よ
り
も
善
光
寺
は
代
官
弥
左
衛
門
が
い
る
だ

け
で
、
川
中
島
の
中
で
優
位
に
は
立
っ
て
い
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
善
光
寺
の
地

名
が
残
っ
て
お
り
、
代
官
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
善
光
寺
は
何
ら
か
の
形
で
続
い

て

い

た
よ
う
で
あ
る
。
栗
田
氏
が
こ
の
地
に
所
領
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
る

と
、
古
く
か
ら
の
つ
な
が
り
で
、
寺
も
わ
ず
か
ば
か
り
の
命
脈
を
維
持
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

武
田
氏
が
滅
亡
し
て
か
ら
一
年
後
の
天
正
一
一
年
三
月
に
、
上
杉
景
勝
は
次
の
制

札
を
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
制
札

　
　

右
信
州
越
国
往
復
之
人
民
、
経
横
道
之
事
、
堅
令
停
止
畢
、
所
詮
自
牟
礼
香
白

　
　
坂

を
直
に
長
沼
へ
可
令
往
還
之
由
、
仰
出
被
成
御
朱
印
者
也
、
防
如
件

　
　
　
天
正

十
一
年
三
月
日
　
　
　
　
奉
行
中

　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
　
　
　

（朱
印
）

　

こ
の
時
期
に
上
杉
氏
は
海
津
城
を
押
え
て
い
た
の
で
、
海
津
城
下
と
長
沼
城
下
が

善
光
寺
平
の
城
下
町
と
し
て
重
要
な
意
義
を
負
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
小
林
計
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

氏
は
こ
の
文
書
で
道
が
善
光
寺
を
通
ら
ぬ
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
が
、
肯
定
す
べ
き

で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
当
時
の
善
光
寺
周
辺
が
ほ
と
ん
ど
経
済
的
な
意
味
を
持
っ
て
お

ら
ず
、
町
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

⑤
復
興
す
る
町

　
秀
吉
が
善
光
寺
の
本
尊
を
信
濃
に
返
し
た
の
は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
八
月
で

あ
っ
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
こ
の
時
に
善
光
寺
の
町
は
ほ
と
ん
ど
町
と
し
て
の
体
を

な
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
世
に
は
善
光
寺
町
は
善
光
寺
平
を
代
表

55



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第78集　1999年3月

す
る
町
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
如
来
が
戻
っ
て
か
ら
急
激
に
善
光
寺
町
が
復
興

し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
7
）

　

慶

長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
夏
に
、
善
光
寺
の
お
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
慶
長
六
年
七

月
二
七
日
、
徳
川
家
康
は
善
光
寺
に
寺
の
周
囲
の
長
野
村
、
箱
清
水
村
、
七
瀬
河
原
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

三

輪
村
で
一
〇
〇
〇
石
の
寺
領
を
寄
進
し
た
。
寺
領
が
一
〇
〇
〇
石
で
あ
る
か
ら
、

仮

に
寺
が
領
主
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
領
主
権
力
を
前
提

に
し
て
だ
け
で
は
、
後
に
北
信
の
中
心
と
な
る
よ
う
な
町
に
は
生
ま
れ
得
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　

善
光
寺
宿
は
「
善
光
寺
町
年
寄
・
問
屋
・
本
陣
・
庄
屋
名
前
帳
」
（
年
次
不
詳
）

に
よ
れ
ば
、
「
慶
長
⊥
ハ
丑
年
被
　
仰
付
」
と
あ
る
が
、
北
国
往
還
の
改
修
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

慶
長

＝
ハ
年
九
月
に
伝
馬
宿
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
に
は
上
杉
氏
公
認
の
牟
礼
・

長

沼
往
還
の
み
で
な
く
、
水
内
郡
柏
原
村
・
新
町
・
善
光
寺
・
更
級
郡
丹
波
島
に
も

あ
て
ら
れ
た
。
こ
の
際
、
善
光
寺
で
は
大
門
町
・
西
町
・
東
町
が
伝
馬
役
を
負
っ
た
。

そ
し
て
北
国
往
還
の
宿
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
近
郷
の
み
な
ら
ず
他
国
の
者
に
対

し
て
も
融
通
交
易
の
場
所
と
し
て
市
立
て
が
な
さ
れ
た
。
伝
馬
宿
と
し
て
の
重
要
性

が
、
領
主
の
町
化
公
認
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
如
来
が
帰
っ
て
わ
ず
か
一

三

年
の
間
に
、
善
光
寺
は
急
速
に
門
前
町
と
し
て
の
様
相
を
整
え
た
。
幕
藩
体
制
が

出
来
上
が
っ
て
藩
を
越
え
て
の
人
の
移
動
が
難
し
く
な
っ
た
だ
け
に
、
甲
府
善
光
寺

の

門
前
に
い
た
商
人
や
職
人
た
ち
が
信
濃
に
帰
住
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、

周
囲
の
村
々
か
ら
集
ま
っ
て
来
た
人
が
多
か
っ
た
。
短
期
間
に
町
が
復
興
す
る
ほ
ど
、

善
光
寺
信
仰
は
篤
く
参
詣
者
も
多
か
っ
た
、
そ
れ
に
宿
場
町
の
性
格
が
加
わ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
寛

永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
七
月
に
下
大
門
町
が
大
勧
進
代
官
高
橋
円
喜
斎
の
不

　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

法

を
幕
府
に
訴
え
た
。
そ
し
て
こ
の
翌
年
に
善
光
寺
町
に
町
年
寄
が
置
か
れ
た
。
こ

う
し
て
善
光
寺
如
来
が
帰
っ
て
か
ら
四
〇
年
の
問
に
、
善
光
寺
の
門
前
は
急
速
に
町

化

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
本
尊
が
帰
っ
て
か
ら
約
一
〇
〇
年
後
の
元
禄

五

年
（
ニ
ハ
九
二
）
の
善
光
寺
宿
の
構
成
は
、
御
伝
馬
屋
敷
が
大
門
町
四
六
軒
、
西

町
一
七
軒
、
歩
行
役
屋
敷
が
西
町
・
阿
弥
陀
院
町
四
〇
軒
、
東
町
二
六
軒
、
東
後
町

一
三

軒
で
あ
っ
た
。

　

注

目
し
た
い
の
は
、
近
世
の
善
光
寺
平
に
松
代
藩
一
〇
万
石
が
存
在
し
た
こ
と
で

あ
る
。
松
代
藩
は
武
田
信
玄
が
作
っ
た
海
津
城
を
修
築
し
た
松
代
城
と
そ
の
城
下
町

が
根
拠
地
だ

っ

た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
地
域
の
政
治
的
な
中
心
地
は
松
代
に
あ
り
、

善
光
寺
町
は
宗
教
都
市
、
宿
場
町
と
し
て
領
主
の
政
治
的
意
図
と
は
比
較
的
無
関
係

に
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

復
興
し
た
善
光
寺
は
、
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
五
月
九
日
に
西
町
か
ら
出
た

火

の

た
め
に
金
堂
お
よ
び
諸
堂
舎
と
も
悉
く
焼
け
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
金

堂

が

落
成
し
た
。
そ
の
後
、
金
堂
は
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
七
月
二
一
日
の
夜

の

火
事
の
た
め
に
焼
け
た
の
で
、
場
所
を
現
在
地
に
移
し
て
再
建
し
、
宝
永
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

（
一
七

〇

七
）
八
月
に
金
堂
が
落
成
し
た
。

　
善
光
寺
が
近
世
に
復
興
し
て
き
た
状
況
を
見
る
た
め
に
、
大
勧
進
と
大
本
願
を
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

い

て

山
内
の
寺
院
に
つ
い
て
『
長
野
県
町
村
誌
』
か
ら
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

善
光
寺
山
内
宗
徒

　
　
慶
長

年
中
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
中
興
ー
長
養
院
・
玉
照
院
・
円
城
院
・

　
　
威
徳

院
・
常
住
院
・
世
尊
院
・
常
智
院
・
福
生
院
・
本
覚
院
・
良
性
院

　
　
元

和
年
中
（
一
六
一
五
～
二
四
）
中
興
ー
吉
祥
院
・
徳
寿
院

　
　
寛
永
年
中
（
一
六
二
四
～
四
四
）
中
興
ー
教
授
院
・
蓮
華
院
・
尊
勝
院
・
最
勝

　
　

院
・
薬
王
院

　
　
慶
安
年
中
（
＝
ハ
四
八
～
五
二
）
中
興
ー
光
明
院

　
　
寛
文
年
中
（
一
六
六
一
～
七
三
）
中
興
ー
常
徳
院

善
光
寺
山
内
妻
戸

　
　
天
正
四

年
（
一
五
七
六
）
中
興
ー
常
行
坊

　
　
文

禄
二
年
（
一
五
九
三
）
中
興
ー
寿
量
坊

　
　
慶

長
一
八
年
（
一
五
一
三
）
中
興
ー
玄
証
坊
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寛
永
三
年
（
一
六
二
⊥
ハ
）
中
興
ー
善
行
坊

　
　
不
明
中
興
ー
甚
妙
坊

善
光
寺
山
内
中
衆

　
　
不
明
ー
堂
照
坊
・
堂
明
坊
・
兄
部
坊
・
随
行
坊
・
常
円
坊
・
正
信
坊
・
淵
之
坊
・

　
　
野

村
坊
・
白
蓮
坊
・
正
智
坊
・
浄
願
坊
・
徳
行
坊
・
向
仏
坊

　
右
を
整
理
す
る
と
、
天
正
年
中
一
　
文
禄
年
中
一
、
慶
長
年
中
一
一
、
元
和
年
中

二
、
寛
永
年
中
六
、
慶
安
年
中
一
、
寛
文
年
中
一
、
不
明
一
四
と
な
る
。
ほ
と
ん
ど

の

院
坊
が
慶
長
年
中
以
降
の
中
興
も
し
く
は
創
建
で
あ
り
、
慶
長
三
年
に
善
光
寺
の

本
尊
が
こ
の
地
に
帰
っ
て
か
ら
造
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
僧
侶
の
側
も

慶
長
以
降
に
急
激
に
人
数
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
僧
侶
の
数
の
増
加
に

対
応
し
て
、
町
人
も
増
え
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
『
大
塔
物
語
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
世
に
善
光
寺
の
門
前
は
町
化
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
域
は
戦
国
時
代
に
川
中
島
合
戦
の
舞
台
と
な
り
、
武
田
氏

と
上
杉
氏
と
の
戦
火
に
見
ま
わ
れ
た
。
戦
争
の
中
で
上
杉
氏
も
武
田
氏
も
善
光
寺
を

自
領
に
移
そ
う
と
し
た
が
、
特
に
武
田
信
玄
は
そ
の
本
尊
を
甲
府
に
遷
し
た
。
こ
の

た
め
に
戦
国
時
代
の
末
に
信
濃
の
善
光
寺
町
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
。
逆
に
越
後
と

甲
斐
の
善
光
寺
の
門
前
に
は
門
前
町
が
で
き
、
信
濃
か
ら
移
っ
て
い
っ
た
者
も
相
当

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
武
田
氏
滅
亡
後
、
善
光
寺
の
本
尊
は
時
の
権
力
者
に
よ
っ
て
次
々
に
奪
取
さ
れ
、

結
局
、
豊
臣
秀
吉
が
方
広
寺
の
本
尊
と
し
て
京
都
に
迎
え
た
。
し
か
し
、
慶
長
三
年
に

豊

臣
秀
吉
が
善
光
寺
本
尊
を
信
濃
に
返
し
た
こ
と
に
よ
り
、
再
び
信
濃
の
善
光
寺
門

前
町
が
復
興
し
た
。
し
か
し
、
領
主
側
か
ら
す
る
と
善
光
寺
の
町
を
特
別
な
門
前
町

と
し
て
認
定
し
て
お
ら
ず
、
宿
で
し
か
な
か
っ
た
。
な
お
町
の
あ
っ
た
の
は
長
野
・

箱
清
水
・
七
瀬
川
原
・
三
輪
村
の
内
で
、
正
式
に
は
善
光
寺
町
は
な
か
っ
た
。

　
近
世
に
領
主
側
が
町
と
し
て
認
定
し
た
の
は
、
城
下
町
で
あ
る
が
善
光
寺
の
門
前

町

は
そ
れ
に
該
当
せ
ず
、
領
主
側
の
積
極
的
な
振
興
策
に
よ
っ
て
で
き
た
町
で
も
な

い

。
そ
れ
だ
け
に
、
善
光
寺
門
前
町
の
形
成
に
当
た
っ
て
は
、
領
主
側
の
権
力
よ
り

も
町
人
た
ち
の
自
発
的
な
意
識
が
強
か
っ
た
。
善
光
寺
に
参
詣
に
来
る
民
衆
と
、
善

光

寺
そ
の
も
の
や
僧
侶
た
ち
を
相
手
に
し
て
職
人
や
商
人
が
周
囲
か
ら
集
ま
り
、
自

然
と
町
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
近
世
の
町
成
立
に
当
た
っ

て

も
、
職
人
や
商
人
の
自
発
的
な
集
住
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う

な
多
く
の
人
々
が
存
在
し
た
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
近
世
を
通
じ
て
川
中
島
四
郡
の
政
治
、
経
済
の
中
心
は
松
代
に
存
在
し
た
が
、
善

光
寺
町
は
政
治
と
は
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
膨
張
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
近
代
の
展

開
の
中
で
、
善
光
寺
町
が
長
野
県
の
中
心
に
な
り
、
松
代
は
そ
れ
に
吸
収
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
一
〇
万
石
も
の
大
城
下
町
が
、
門
前
町
に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

　
今
後
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
の
都
市
研
究
に
当
た
っ
て
は
、
城
下
町
研
究
の

他
に
も
、
善
光
寺
門
前
町
の
よ
う
な
宗
教
都
市
、
宿
場
町
、
港
町
な
ど
の
、
独
自
の

役
割
を
持
っ
た
町
の
個
別
的
な
特
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
を
も
う
一
度
総
合
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

註（
1
）
　
拙
稿
「
甲
斐
吉
田
の
町
の
中
世
か
ら
近
世
へ
」
（
『
信
濃
』
第
四
六
巻
＝
号
、
一
九
九
四
）

（
2
）
　
『
詳
説
日
本
史
』
一
四
六
頁
（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
）

（
3
）
　
『
善
光
寺
如
来
縁
起
　
元
禄
五
年
版
』
（
銀
河
書
房
、
一
九
入
五
）
、
「
善
光
寺
縁
起
」
（
『
大
日

　

本
仏
教
全
書
』
第
一
二
〇
冊
、
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
）
、
『
扶
桑
略
記
』
三
、
『
伊
呂
波
字

　

類
抄
』

（
4
）
　
米
山
一
政
「
善
光
寺
瓦
と
善
光
寺
の
草
創
」
（
一
志
茂
樹
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
地
方
史
研

　

究
論
叢
』
、
一
九
五
四
）

（
5
）
　
『
信
濃
史
料
』
第
四
巻
一
四
頁

（
6
）
　
『
日
本
の
絵
巻
2
0
　
一
遍
上
人
絵
伝
』
二
四
頁
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
）

（
7
）
　
『
信
濃
史
料
』
第
七
巻
　
三
六
八
頁

（
8
）
　
『
信
濃
史
料
』
第
＝
巻
　
二
九
五
頁
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The　Zenk6ji　Temple　Town　from　the　End　of　the　Medieval　Period　to

the　Beginning　of　the　Early　Modern　Period

SAsAMoTo，　Sh6ji

Nagano長野city　has　long　been　famous　as　the　ZenkOji　temple善光寺town；in　this　paper　l　will

examine　its　actual　conditions　from　the　end　of　the　medieval　period　to　the　early　modern　period．

　　　The　Zenkoji　temple　town　developed　throughout　the　medieval　period，　but　in　Eiroku　1永禄一

（1558），when　the　main　and　other　ilnages　of　ZenkOji　temple　were　taken　to　K6fu甲府by　TAKE－

DA，　Shingen武田信玄the　priests，　artisans，　and　even　the　merchants　fOllowed．　After　Zenk6ji

moved　to　KOfu，　Kaizu海津and　Naganuma長沼castles　became　the　focal　points　of　the　Nagano

basin，　and　castle　towns　were　formed　there．　Zenkoji　temple　town，　which　had　lost　its　main　image，

went　into　decline，　and　the　castle　towns　of　Kaizu　and　Naganuma　also　became　the　economic　cen－

ters　of　the　region．　lt　was　in　Keicho　3慶長三（1598）that　TOYOTOMI，　Hideyoshi豊臣秀吉re－

turned　the　main　image　of　ZenkOji　to　Shinano信濃．　The　area，　which　had　not　had　the　image　for

forty　years　and　had　ceased　to　be　an　actual　temple　town，　became　one　once　again．　From　then　on　it

developed　rapidly　as　a　re丘gious　center　and　post　town，　reviving　without　any　connection　to　poHt・

ical　power，　and　once　again　took　on　the　role　of　the　economic　center　of　northern　Shinano．　During

this　period　it　was　not　the　case　that　there　were　political　orders　directed　at　the　formation　of　a

temple　town；artisans　and　merchants　gathered　of　their　own　free　will．　On　the　other　hand，　in　the

early　modern　period　Kaizu　castle，　which　had　been　developed　by　TAKEDA，　Shingen，　became

Matsushiro，松代城and　its　castle　town　also　developed　as　a　political　city．

　　　There　is　a　tendency　to　fOcus　on　the　problem　of　autonomy　with　respect　to　medieval　cities，

which　are　taken　to　be　places　to　which　people　gathered　freely，　and，　in　opposition，　to　take　the　cas’

tle　town　as　the　model　of　the　early　modern　city，　and　to　discuss　it　only　in　terms　of　the　formation

and　control　of　towns　by　feudal　power．　However，　in　the　case　of　the　ZenkOji　temple　townspeople

were　not　assembled　by　political　means；rather，　they　collected　on　their　own，　and　thereafter　the

town　strongly　maintained　elements　of　urban　autonomy．　It　is　necessary　to　examine　the　conditions

of　a　variety　of　early　modern　cities　with　the　expectation　that　in　many　of　townspeople　had　this

kind　of　independence．　Moreover，　rather　than　insisting　on　the　discontinuity　between　the　medie－

val　and　modern　periods，　we　must　turn　our　attention　to　the　aspects　of　continuity　between　them．

59


